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流通とＳＣ・私の視点 

2007年11月16日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その124）!! 
 

― ＳＣ業界でのワンランク下・ワンランク上現象とは ― 

 

１つの定着した基軸ランクは、やがて客の定番化(あたり前になる現象)により、ポジショニングに変化が起こり

ます。それは流通理論の中で言われていますように競争が厳しくマーケットが飽和状態になると「従来の基軸ラン

クよりワンランク下とワンランク上のポジショニングの業態のエアポケットマーケットが創出」されることを意味

します。数値的には、基軸ランクが７掛となり、ワンランク下へ「２」、ワンランク上へ「１」の割合でポジショニ

ングの変化が起こります。 

流通業界の事例で説明すると次の通りです。 

①基軸ランクのＣＳＣが、ワンランク下のＮＳＣとワンランク上のＲＳＣにより、切り崩されています。 

ＧＭＳを核店とし、専門店と比較購買するＳＣであるＣＳＣはアメリカでは1970年代から日本では1990年代

から長期低落下の道を歩み、現在のアメリカではＣＳＣはほとんど淘汰されてしまいました(ただし、地域密着パ

ワーセンターという形で、ＣＳＣは規模及びニーズ構造的には存在しています)。すなわち、従来の基軸ランクの

ＳＣ業態であったＣＳＣは、ワンランク下のＮＳＣ（ネイバーフッド型ＳＣ）とワンランク上のＲＳＣ(リージョ

ナル型ＳＣ)へと進化し、ＣＳＣが対象とするニーズが切り崩され、アメリカでは競争の過度なる激しさから、Ｇ

ＭＳと専門店が比較購買するＳＣとしてのＣＳＣは基本的に消滅しました。日本では、ＣＳＣが長期低落下の道

を歩み、ＣＳＣの売上は最盛期の７割(ＳＣによっては５割)になり、この10年間で２割がＮＳＣやロードサイド

型の小商圏業態に１割が大商圏業態のＲＳＣに切り崩されました。それゆえに、ＣＳＣはＲＳＣが進出する前か

ら、ＮＳＣやロードサイドの小商圏業態に切り崩されて売上高を２～３割、多い場合は５割減になっています。 

②基軸ランクのＳＭが、ワンランク下のスーパーセンターとワンランク上のハイスタイルＳＭにより切り崩されています。 

クローガーやセーフウエイやアルバートソンズの旧ご三家の基軸ランクＳＭが、ワンランク下のスーパーセン

ター(ウオルマートスーパーセンター及びスーパーターゲット)やディスカウント志向のＳＭに切り崩されると同

時に、ワンランク上のハイスタイルＳＭであるホールフーズ、ウエッグマンズ、セントラルマーケットの新ご三

家にも切り崩されています。クローガーやセーフウエイも、対抗策をとっていますが、その対抗策のＳＭ業態も

ワンランク上とワンランク下のＳＭ業態であるため、実質的に基軸ランクのニーズを自らも切り崩していること

になります。 

このように、ＳＣ業界、ＳＭ業界のみならず、ファッション業界やホーム業界さらには飲食業界においても、

基軸ランクに対するワンランク下・ワンランク上の現象が起こっています。 

今アメリカでは、ＣＳＣから進化したＮＳＣとＲＳＣが基軸ランクとなって、さらにワンレベル下・ワンレベ

ル上の現象が起こっています(六車流：流通理論)。 

①ＮＳＣのワンランク下とワンランク上のＳＣの出現現象 

ＮＳＣが基軸ランクになると、ＮＳＣのワンランク下の業態として「スーパーセンター」(ディスカウント性と

総合性をワンパック建物で提供する最強の最寄業態)が1990年代初めから進出してＮＳＣを切り崩しています。

一方、ワンランク上の業態として｢ライフスタイルセンター｣(交流の場を核要素とし、おしゃれで生活提案性のあ

る21世紀の最適業態)が2000年初めから進出してＮＳＣを切り崩しています。 

②ＲＳＣのワンランク下とワンランク上のＳＣの出現現象 

ＲＳＣが基軸ランクになると、ＲＳＣのワンランク下の業態として「パワータウン」(パワーセンターに専門店

機能やエンターテインメント機能を付加して疑似ＲＳＣ化した広域業態)や｢バリューセンター｣(安さとエンター

テインメントが一体となった疑似ＲＳＣ)により、ＲＳＣを切り崩しつつあります。一方、ワンランク上の業態と

して「タウンセンター」(ライフスタイルセンターの大規模化、広域業態化、ＲＳＣ化した業態)が、2005年頃か

ら進出して、ＲＳＣを切り崩しつつあります。 

このように、ＳＣ業態において、ワンランク下・ワンランク上現象が起こっていますが、中産階級が下へ「２」、

上へ「１」と２分化している現象も、ワンランク下・ワンランク上の社会現象です 
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